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薛
宝
叙
と

【
冷
香
丸
】

薬

の
描
写
か
ら
見
た

『
紅
楼
夢
』

の
人
物
設
定

垣

見

美
樹
香

は
じ
め
に

よ
く
知
ら
れ
た
魯
迅
の
小
品
に

「
父
の
病
気
」
と
題
す
る

一
篇
が
あ
る
。
そ
の
梗
概
は
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

魯
迅
の
父
が
病

に
倒
れ
、
あ
る
名
医
に
往
診
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
名
医
の
処
方
す
る
薬
引
と
い
う

の
が
、
三
年
霜

に

当

っ
た
砂
糖
黍
等
、
簡
単
に
は
手
に
入
ら
な
い
代
物
ば
か
り
で
あ

つ
た
。
し
か
し
、
家
族
の
者
は
父
の
為
に
必
死
で
手
に
入
れ
よ

う
と
す
る
。
そ
ん
な
生
活
が
二
年
近
く
も
続
く
が
、
父
親
の
病
は
快
方
に
向
か
う
ど
こ
ろ
か
、
反
対
に
ひ
ど
く
な
る

一
方
で
あ

っ

た
。
そ
ん
な
あ
る
日
、
そ
の
名
医
が
自
分

の
腕
に
限
界
を
感
じ
て
か
、
魯
迅
の
家
族

に
自
分
の
知
り
合
い
の
陳
蓮
可
と
い
う
名
の

名
医
を
紹
介
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
陳
先
生
の
処
方
す
る
薬
引
と
い
う
の
も
、
前
の
医
者
に
劣
ら
ず
、
非
現

実
的
な
も
の
ば
か

り
で
あ

っ
た
。
例
え
ば
、
も
と
も
と

一
つ
の
穴
に
い
た
蜷
蝉

一
対
や
破
れ
た
古
太
鼓

の
皮
で
作

っ
た
敗
鼓
皮
丸

と
い
つ
た
も
の
で

あ
る
。
だ
が
、
や
は
り
、
家
族
の
者
は
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
し
て
手
に
入
れ
よ
う
と
す
る
。

悠

久
の
歴
史
を
持

っ
漢
方
医
学
を
擁
す
る
中
国
で
は
、
『
金
瓶
梅
』
や

『
鏡
花
縁
』
等
、
小
説
の
世
界

で
も
薬
を

ス
ト
:
リ
ー
の
展

開
等

に
か
ら
ま
せ
、
格
好

の
小
道
具
と
し
て
用

い
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
『
紅
楼
夢
』
も
其
の
例
外

で
は
な
く
、
薬
の
描
写
は
、
特

に
八
十
回
本
の
至
る
処

に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
『
紅
楼
夢
』

の
場
合
、
其
の
描
写
は
頗
る
詳
細
で
、
具
体
的

で
あ
る
こ
と

か
ら
、
薬
が
単
な
る
小
道
具
で
は
な
く
、
作
品
世
界
を
理
解
す
る
上
で
と
り
わ
け
重
要
な
関
鍵
の

一
つ
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
推

測
さ
れ
る
。
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そ
し

て
、
そ
の
数
多
の
薬
の
中
で
も
、
そ
の
処
方
、
材
料
か
ら
し
て
際
立

っ
て
異
彩
を
放

つ
の
が
、
醇
宝
銀
の
専

用
薬

で
あ
る

【冷

香
丸
】

と
い
う
薬

で
あ
る
。

こ
の
薬

の
詳
細
は
、
第
七
回
に
醇
宝
銀
自
身
に
よ

っ
て
次
の
様
に
語
ら
れ
る
。
(漢
方
薬
名
に
傍
線
を
付
す
る
。
)

「
…
春

に
咲
く
白
牡
丹
の
花
芯
が
十

二
両
、
夏

に
咲
く
白
蓮

の
花
芯
が
十
二
両
、
秋

に
咲
く
白
芙
蓉

の
花
芯
が
十
二
両
、
冬
に
咲

く
白
梅
の
花
芯
が
十
二
両
と
要
る
の
で
す
。

こ
の
四
種
類

の
花
芯
を
、
翌
年

の
春
分
の
日
に
太
陽
に
さ
ら
し
て
乾
か
し
、
粉
薬
と

一
緒
に
、
細
か
く
埣
く
と
い
い
の
で
す
。
ま
た
雨
水
の
日
に
降

っ
た
雨
が
十

二
銭
要
り
ま
し
て
…
。」
…
「
お
話

し
た
通
り
に
う
ま

く
雨
が
降
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、
た
と
え
雨
が
降
ら
な
か

っ
た
と
し
て
も
そ
の
時
は
再
び
待
た
な
く

て
は
な
ら

な
い
の
で
す
。
白

露

の
日
の
白
露
を
十
二
銭
、
霜
降

の
日
の
白
霜
を
十
二
銭
、
小
雪
の
日
の
白
雪
を
十

二
銭
分
。
こ
の
四
種

の
水
を
平
均

に
よ
く
混

ぜ
合
わ
せ
、
薬
を
加
え
、
更
に
十

二
銭
の
蜂
蜜
、
十
二
銭
の
白
砂
糖
を
加
え
、

こ
れ
ら
を
龍
眼
ほ
ど

の
大
き
さ

の
丸
薬

に
丸
め
、

年
代
物
の
磁
器
性
の
壺
の
中
に
盛
り
、
花
の
根
元
に
埋
め
て
お
き
ま
す
。
発
病
し
た
時
に
、

一
丸
取
り
出
し
て
、
十

二
分
の
黄
柏

の
煎
じ
薬
で
飲
み
下
し
ま
す
。」
…
宝
銀
は
言

い
ま
す

「
意
外
に
も
う
ま
く

い
っ
た
の
で
す
よ
。
あ
の
方

(お
坊
様
)
が
教
え
て
下

さ

っ
た
後
、

一
、

二
年
で
、
う
ま
い
具
合
に
全
て
整

い
、
や

っ
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
の
。
…
今

は
梨
の
樹

の
根

元

に
埋
め
て
あ
る
の
で
す
よ
。」
周
瑞

の
妻
女
は
ま
た
問
い
か
け
ま
す

「
こ
の
お
薬

に
は
名
前
が
あ
る
の
で
す

か
?
」
宝
銀
は
言

い
ま
す

「あ
り
ま
す
の
よ
。
そ
の
名
前
も
あ
の
癩
頭
の
お
坊
様
が
教
え
て
下
さ
い
ま
し
て
、
「冷
香
丸
」
と
い
い
ま
す
。」

こ
の
様
に
、
こ
の
世
に
存
在
し
そ
う
に
な
い
非
現
実
的
な
材
料
を
以
て
薬
を
構
成
す
る
の
は
、
先
に
触
れ
た
魯
迅
の
事
か
ら
し
て
も
、

中
国
で
は
古
来
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
う
い
つ
た
材
料
が
全
て
そ
ろ
う
事
は
皆
無

に
等
し
い
の
で
は

あ
る
ま

い
か
。
事
実
、
『
紅
楼
夢
』

に
於
い
て
も
、
賞
宝
玉
が
紹
介
す
る
林
黛
玉
の
体
質
に
最
も
適
す
る
非
現
実
的

な
薬

の
材
料
は
、

そ
ろ
え
る
事
が
不
可
能
だ
と
設
定
さ
れ
て
い
る
。
更
に
言
え
ば
、
非
現
実
的
な
材
料
か
ら
成
る
薬
を
服
用
す
る
者
は
、
作
品
中
、
醇
宝

銀
た
だ

一
人
で
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
の
様
に
考
え
る
と
、
醇
宝
銀
と

【冷
香
丸
】
の
設
定

に
は
、
何
か
作
者
の
特
別
な
意
図
が
隠
蔽
さ

れ
て
い
る
と
想
定
さ
れ
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、

こ
の

【冷
香
丸
】
が
如
何
な
る
薬
で
あ
る
か
具
体
的
に
解
明
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
そ
れ
が
醇
宝
銀
の
人
物

像
と
ど

の
よ
う
な
関
わ
り
が
あ
る
か
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。
更

に
は
、
醇
宝
銀
と
林
黛
玉
の
人
物
像

の
設
定

に
於

い
て
、
【冷
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香
丸
】
が

『
紅
楼
夢
』

の
中
で
如
何
な
る
存
在
価
値
を
持

つ
の
か
、
出
来
得
る
限
り
の
言
及
を
し
た
い
と
思
う
。

、
醇
宝
銀
の
体
質
と

【冷
香
丸
】

【冷
香
丸
】
は
管
見
の
及
ぶ
限
り
、
ど
の
医
学
書
に
も
現
実
の
漢
方
薬
と
し
て
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
作
者
が
独
自

に
案
出
し
た
架

空
の
薬
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
第
七
回
の
描
写
に
従

っ
て
、
こ
の
薬

の
構
成
材
料
の

一
一
に

つ
い
て
再
確
認

し
つ
つ
、
そ
の
効

能
に

つ
い
て
具
体
的
に
検
討
し
て
み
た
い
。
(漢
方
薬
名
は
上
述

の
第
七
回
に
於
け
る

【冷
香
丸
】

の
説
明
に
対
応
す
る
。
尚
、
傍
点

は
筆
者
。
又
、
引
用
の
長
い
も
の
に
は
訓
読
を
付
し
た
。
)

【白
牡
丹
】
「
涼
血
」
「
花
爲
陰
」
「
治
血
中
伏
火
除
煩
熱
」

(血
中

の
伏
火
を
治
め
煩
熱
を
除
く
)
「
能
潟
陰
胞
中
之
火
」
(
能
く
陰

胞
中
の
火
を
潟
ぐ
)
「
後
人
乃
専
以
黄
藁
治
相
火
」
(後
人
乃
ち
専
ら
黄
藁
を
以
て
相
火
を
治
む
)
(『
本
草
綱
目
』
巻
十
四
草
部
)

「除
血
熱
」
「潟
腎
臓
陰
中
之
火
及
肝
熱
之
由
腎
而
致
者
」
(腎
臓
の
陰
中
の
火
及
び
肝
熱
の
腎
由
り
し
て
致
る
者
を
潟
ぐ
)

(『
本
+早
田心
辮
録
』
巻

一
)

【白
蓮
】
「
鎭
心
」

(『
本
草
綱
目
』
巻
三
十
三
果
部
)

【
白
芙
蓉
】
「
膿
聚
毒
出
」
「初
起
者
即
畳
清
涼
」
「清
肺
涼
血
」
「散
熱
解
毒
」
「
其
名
爲
清
涼
膏
、
清
露
散
…
…
」
(其
の
名
清
涼

膏
、
清
露
散
…
と
爲
す
)
「治

一
切
大
小
擁
疽
腫
毒
悪
瘡
」
(
一
切
の
大
小

の
擁
疽
、
腫
毒
、
悪
瘡
を
治
む
)
「
消
腫
排
膿
止
痛
」

(腫
れ
を
消
し
膿
を
排
し
痛
み
を
止
む
)

(『
本
草
綱
目
』

巻
三
十
六
木
部
)

【白
梅
】
「
治
…
…
煩
渇
」
「
消
渇
煩
悶
」
「能
牧
肺
氣
、
治
燥
漱
、
肺
欲
牧
」

(『
本
草
綱
目
』
巻

二
十
九
果
部
)

「能
解
先
天
胎
毒
」
「利
肺
氣
」
「
安
神
定
魂
」
「
解
先
天
痘
毒
、
凡
中

一
切
毒
」
「
助
清
陽
之
氣
上
升
」
「
止
渇
生
津
、
解
暑
瀞
煩
」

(渇
き
を
止
め
津
を
生
じ
、
暑
を
解
き
煩
を
瀞
す
)
「
去
疾
塞
滞
上
熱
」
(疾
を
去
り
上
熱
を
塞
滞
す
)

(『
本
草
綱
目
拾
遺
』
巻
七
花
部
)

【
雨
水
】
「能
除
百
病
」
「
除
癌
疾
」

(『
本
草
綱
目
拾
遺
』
巻

一
水
部
)

醇
宝
銀
と

【冷
香
丸
】

(垣
見
)
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「清
陽
不
升
之
藥
」
(清
陽
升
ら
ざ
る
の
藥
)

(『
本
草
撮
要
』
巻
十
水
火
土
部

〈
立
春
雨
水

二
節
内
水
〉
)

【
白
露
】
「潤
肺
」
「止
消
渇
」
「
治
勢
擦
」

(『
本
草
綱

目
』
巻
五
水
部
)

「
露
能
解
暑
」
「
宜
煎
潤
肺
之
藥
」

(『
本
草
撮
要
』
巻
十
水
火
土
部
)

【
白
霜
】
「食
之
解
酒
熱
」

(『
本
草
綱

目
』
巻
五
水
部
)

【
白
雪
】
「解

一
切
毒
」
「治
…
…
酒
後
暴
熱
」
「解
熱
止
渇
」

(『
本
草
綱

目
』
巻
五
水
部
)

【蜂
蜜
】
「止
痛
解
毒
」
「除
心
煩
」
「
清
熱
也
」
「
解
毒
也
、
潤
燥
也
」
「
生
則
性
涼
、
故
能
清
熱
」
(生
ず
れ
ば
則
ち
性
涼
な
り
、

故
に
能
く
熱
を
清
む
)

(『
本
草
綱
目
』
巻
三
十
九
轟
部
)

「
平
邪
熱
」

(『
本
草

思
辮
録
』
巻
四
)

「
性
涼
清
熱
」
「
潤
馴
」
「
惟
降
火
藥
用
之
」
(惟
だ
降
火
の
藥

の
み
之
を
用
ふ
)

(『
本
草
求
眞
』
巻

こ

【白
砂
糖
】
「
心
腹
熱
脹
、

口
乾
渇
」
「治
暴
熱
」
「
解
熱
」
「
冷
利
」
「
解
酒
毒
」
「潤
心
肺
大
小
腸
熱
」
(
心
肺

の
大
小
の
腸
熱
を
潤

す
)

(『
本
草
綱
目
』
巻
三
十
三
果
部
)

「
已
爲
除
熱
潤
燥
之
味
、
其
治
則
能
利
腸
解
煩
」
(已
に
熱
を
除
き
燥
を
潤
す
の
味
と
爲
す
、
其
の
治
は
則
ち
能
く
腸
を
利
し
、

煩
を
解
く
)

(『
本
草
求
眞
』
巻

五
)

「
潤
胴
…
…
、
消
疾
治
漱
」

(『
本
草
撮

要
』
巻
三
果
部
)

【梨
】
「潤
胴
一涼
心
」
「消
疾
降
火
」
「解
瘡
毒
酒
毒
」
「
熱
噺
止
渇
」
「
切
片
貼
湯
火
傷
」
(切
片
も

て
湯
火
の
傷
に
貼
る
)

「
治
傷
寒
熱
獲
、
解
丹
石
熱
氣
驚
邪
」
(傷
寒

の
熱
獲
す
る
を
治

め
、
丹
石
、
熱
氣
、
驚
邪
を
解
く
)
「
止
心
煩
氣
喘
熱
狂
」
(
心

煩
し
氣
喘
し
熱
狂
す
る
を
止
む
)
「胸
中
病
寒
熱
結
者
、
宜
多
食
之
」
(胸
中
病

へ
寒
熱
結
す
る
者
、
宜
し
く
多
く
之
を
食
ら
ふ

べ
し
)

(『
本
草
綱
目
』
巻
三
十
三
果
部
)

「
功
専
清
熱
漱
止
渇
」
(功
專
ら
熱
漱
を
清
め
渇
き
を
止
む
)

(『
本
草
撮
要
』
巻

三
果
部
)

「
一
切
囑
於
熱
成
者
、
惟
食
梨
敷
枚
、
即
能
韓
重
爲
輕
、
消
狽
於
無
事
」
(
一
切
の
熱
成
に
屡
す
る
者
は
、
惟
だ
梨
数
枚
を
食
ら

へ
ば
、
即
ち
能
く
重
を
韓
じ
て
輕
と
爲
し
、
無
事
に
消
弼
す
)

(『
本
草
求
眞
』
巻
四
)

【黄
柏
】
日

【
蘂
木
】
「
熱
瘡
飽
起
」
「
止
消
渇
」
「
安
心
除
螢
」
「
治
…
…
口
乾
心
熱
」
「
除
熱
」
「潟
伏
火
」
「
治

口
舌
生
瘡
」
「潟
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膀
胱
相
火
」
(膀
胱
の
相
火
を
潟
ぐ
)
「
療
驚
氣
在
皮
間
、
肌
膚
熱
赤
起
、
目
熱
赤
痛
、

口
瘡
」
(驚
氣
の
皮
間

に
在
り
て
、
肌

膚
熱
し
赤
起
し
、
目
熱
し
て
赤
痛
し
、

口
瘡
あ
る
を
療
す
)

(『
本
草
綱
目
』
巻
三
十
五
木
部
)

以

上
の
例
示
か
ら
明
ら
か
に
な
る
よ
う
に
、
そ
の
構
成
材
料

の

一
つ

一
つ
が

「清
熱
」
「
伏
火
」
「解
毒
」
「
潤
肺
」
と
い

っ
た
共
通

の
作
用

を
持

つ
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
を
調
合
し
た

【冷
香
丸
】
は
、
解
毒
し
、
精
を
抑
え
、
肺
を
潤
す
効
能
を
持

つ
薬
で
あ
ろ
う
こ
と

が
推
察
出
来
る
。

と

こ
ろ
で
、
醇
宝
銀
の
病
は
第
七
回
で
醇
宝
銀
自
身
が
述

べ
て
い
る
よ
う
に
、
「
母
の
胎
内
か
ら
も
ら

っ
て
き
た

一
種
の
熱
毒
」
が

原
因

で
あ
り
、
症
状
は

「
別
段
こ
れ
と
い
つ
て
変
わ

っ
た
気
分

に
な
る
わ
け
で
も
な
く
、
せ
い
ぜ
い
咳
が
普
段
よ
り
出
る
く
ら
い
」
で

あ
る
。

こ
の

「
胎
毒
」
は

『
馨
宗
金
鑑
』
痘
疹
心
法
要
訣
巻
五
十
六

「
痘
原
」
に
次
の
様
に
記
さ
れ
る
。

中
古
之
人
有
出
痘
者
、
情
欲
漸
熾
也
。
古
人
謂
痘
票
胎
毒
、
此
定
論
也
。
惟
票
於
胎
元
、
故

一
出
不
再
出
也
、
毒
有
淺
深
、
故
出

有
輕
重
也
。
(中
古
の
人

の
痘
を
出
す
有
る
者

は
、
情
欲
漸
く
熾

ん
な
れ
ば
也
。
古
人
謂
ふ
、
痘
は
胎
毒
を
票

く
と
、
此
れ
定
論

也
。
惟
ふ
に
胎
元
に
稟
く
、
故
に

一
た
び
出
ず
れ
ば
再
び
は
出
で
ざ
る
也
、
毒
に
淺
深
有
り
、
故
に
出
つ
る
に
輕
重
有
る
也
。
)

そ

し
て

「
熱
毒
」
と
い
う
言
葉
や
、
普
段
か
ら
暑
が
り
と
い
う
醇
宝
銀
の
症
状
か
ら
、
同
じ
く

『
馨
宗
金
鑑
』
痘
疹
心
法
要
訣
巻
五

十
六
の

「襲
熱
逆
謹
」
を
見
る
と
、
「
喘
漏
喘
急
、
毒
伏
於
肺
也
、
…
…
。」
(喘
満
ち
喘
急
な
る
は
、
毒
肺
に
伏
す
る
也
、
…
…
。
)
と
記

さ
れ

て
い
る
。
更
に
、
咳
が
出
る
と
い
う
症
状
か
ら
、
『
馨
宗
金
鑑
』
幼
科
雑
病
心
法
要
訣
巻
五
十
三
の

「
咳
漱
門
」

を
見
る
と
、
「咳

漱
謂
有
聲
有
疾
、
因
肺
氣
受
傷
…
…
。
」
(咳
漱

は
、
聲
有
り
疾
有
り
、
肺
氣
傷
を
受
く
る
に
因
り
て
…
…
を
謂
ふ
。
)
と
記
さ
れ
て
い

る
。

こ
れ
ら
の
記
述
を
総
合
す
れ
ば
、
醇
宝
銀
は

「
母
の
胎
内
か
ら
も
ら

っ
て
き
た

一
種
の
熱
毒
」

に
よ
り
咳
を
出

し
、
そ
の
た
め
肺

を
悪

く
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
従

っ
て
、

こ
の

「
清
熱
」
「伏
火
」
「解
毒
」
「
潤
肺
」
と

い
っ
た
作
用
の
あ
る

【冷
香
丸
】
と

い

う
薬

は
、
醇
宝
銀
の
病
状
に
頗
る
適
切
な
妙
薬
だ
と
み
な
す
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
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二
、
林
黛
玉
の
体
質
と
そ
の
服
用
薬

さ

て
、
『
紅
楼
夢
』

に
於

い
て
、
も
う

一
方
の
女
主
人
公

で
あ
る
林
黛
玉
も
普
段
か
ら
薬
を
愛
用
し
て
い
る
。
実

は

『
紅
楼
夢
』
に

醇
宝

銀

と

【
冷

香
丸

】

(
垣
見

)
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於

い
て
、
常
日
頃
か
ら
個
人
特
有
の
薬
を
服
用
し
て
い
る
の
が
こ
の
二
人
だ
け
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
や
は
り
林
黛
玉
と
そ
の
薬
の
服
用

の
背

景
に
も
何
ら
か
の
作
者

の
意
図
が
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、

こ
の
章
で
は
、
林
黛
玉
の
常
用
薬
と
そ
の
病
状
と
の
関

係
に

つ
い
て
考
察
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

林
黛
玉
の
服
用
薬
は
、
屋
敷
に
来
た
当
初
は

【人
参
養
栄
丸
】
と

い
う
薬

で
あ

っ
た
が
、
効
き
目
が
な
い
の
で
、

【天
王
補
心
丹
】

と
い
う
薬
に
変
わ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
で
も
効
き
目
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
更
に

【燕
窩
】

へ
と
変
化
す
る
。

こ
の
三
種
の
薬
は
全

て
医
学
書
に
記
さ
れ
て
い
る
実
在
の
薬

で
あ
り
、
今

こ
れ
ら
の
処
方
を
引
く
と
、
以
下

の
如
く
に
な
る
。

【
人
参
養
栄
丸
】
は

【人
参
養
栄
湯
】
の
錠
剤
だ
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は

『太
平
恵
民
和
剤
局
方
』
に
次

の
様

に
記

さ
れ
る
。

【
人
参
養
榮
湯
】
治
積
螢
虚
損
、
四
肢
沈
滞
、
骨
肉
酸
痙
、
呼
吸
少
氣
、
行
動
喘
畷
、
…
…
心
虚
驚
悸
、
陽
陰
衰

弱
、
悲
憂
滲
戚
、

多
臥
少
起
、
…
…
漸
至
痩
削
、

五
臓
氣
蜴
、
…
…
。
白
葛
薬
、
當
蹄
、
桂
心
、
甘
草
、
陳
橘
皮
、
人
参
、
白
・兀
、

黄
書
、
熟
地
黄
、

五
味
子
、
茨
苓
、
遠
志
。
(積
螢
虚
損
、
四
肢
沈
滞
、
骨
肉
酸
疹
、
呼
吸
に
氣
少
な
く
、
行
動
喘
畷
、
-
…
・心
虚
驚
悸
、
陽
陰
衰
弱
、

悲
憂
滲
戚
、
臥
多
く
起
る
こ
と
少
な
し
、
…
…
漸
く
痩
削
に
至
り
、
五
臓

の
氣
端
く
る
を
治
む
、
-
…
・。
)

【
天
王
補
心
丹
】
は

『景
嶽
全
書
』
に
次
の
様
に
記
さ
れ
る
。

【天
王
補
心
丹
】
寧
心
保
神
、
固
精
益
血
、
壮
力
強
志
、
…
…
除
驚
悸
、
…
…
育
養
心
氣
。
…
…
生
地
黄
、
人
参
、

玄
参
、
丹
参
、
遠

志
、
桔
梗
、
白
侠
苓
、
五
味
、
當
蹄
、
褒
冬
、
天
冬
、
柏
子
仁
、
酸
秦
仁
。
(
心
を
寧
ん
じ
神
を
保
ち
、
精
を
固
め
血
を
益
し
、

力
を
壮
ん
に
し
志
を
強
く
し
、
…
…
驚
悸
を
除
き
、
…
…
心
氣
を
育
養
す
。
)

続

い
て
、
以
上

の
構
成
材
料
の

一
つ
一
つ
の
効
能
を
検
証
し
、
こ
れ
ら
の
薬
を
更
に
具
体
的
に
し
て
み
た
い
。
紙
幅
の
都
合
か
ら
、

こ
こ
で
は
そ
の
抜
粋
し
た
主
な
効
能
の
み
を
以
下
に
列
記
す
る
こ
と
に
す
る
。

【人
参
養
榮
丸
】
「
益
氣
」
「
補
五
臓
」
「補

一
切
螢
」
「補
氣
」
「強
志
」
「補
心
」
「
益
精
」

【天
王
補
心
丹
】
「
益
氣
」
「
定
志
」
「補
心
氣

不
足
」
「強
陰
益
精
」
「
滋
陰
」
「
養
血
」
「
益
志
意
」
「
益
陰
氣
」

同

じ
く
、
以
下
に

【
燕
窩
】
の
主
な
効
能
を
抜
粋
す
る
。

【燕
窩
】
「怯
症
人
久
服
之
、
亦
能
潤
肺
止
漱
」
(怯
症
の
人
久
し
く
之
を
服
せ
ば
、
亦
能
く
肺
を
潤
し
漱
を
止
む
)

「大
養
肺
陰
」
(大
い
に
肺

の
陰
を
養
ふ
)
「補
而
能
清
、
爲
調
理
虚
損
勢
擦
之
聖
藥
」
(補
ひ
て
能
く
清
め
、
虚
損
螢
療
を
調
理
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す
る
の
聖
藥
と
爲
す
)
「
腎
氣
上
滋
於
肺
」
(腎
氣
上
り
て
肺
を
滋
す
)
「
取
其
平
補
肺
胃
」
(其

の
平
を
取
り

て
肺
胃
を
補
ふ
)

(『
本
草
綱
目
拾
遺
』
巻
九
禽
部
)

「
可
入
肺
生
氣
」
(肺
に
入
り
氣
を
生
ず

べ
し
)

(『
本
草
求
眞
』
巻

一
)

「功
專
養
肺
陰
」
(功
は
專
ら
肺
の
陰
を
養
ふ
)
「
一
切
病
之
由
於
肺
虚
、
不
能
清
粛
下
行
者
、
此
皆
可
治
」
(
一
切

の
病
の
肺
虚

由
り
し
、
清
粛
下
行
す
る
能
は
ざ
る
者
は
、
此
皆
治
む
べ
し
)

(『
本
草
撮
要
』
巻

八
禽
獣
部
)

以
上
に
あ
げ
た
効
能
か
ら
、
【
人
参
養
栄
丸
】
、
【天
王
補
心
丹
】
は
か
な
り
強

い

「
益
気
」
「
補
心
」

の
薬

で
あ
り
、
【燕
窩
】
は
主

に
肺

の
陰
を
養
う
効
能
が
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

こ
こ
で
参
考
ま
で
に

【燕
窩
】
の
医
学
的
見
地
を
述

べ
て
お
く

と
、
肺
の
陰
を
養

う
作

用
が
あ
る
の
で
、
五
行
相
克
論
に
よ
り
、
肝
臓
を
鎮
め
、
柔
ら
か
く
す
る
作
用
が
生
ず
る
の
だ
が
、
肝
臓
を
の
び
や
か
に
す
る
効

能
は
な
い
。
従

っ
て
、
【燕
窩
】
は
肝
臓
に
も
か
な
り
効
用
が
あ
る
も
の
だ
が
、
長
期

に
渉

っ
て
服
用
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

次

に
、
林
黛
玉
の
病
状
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
、
作
品
中
に
次
の
様
な
描
写
が
あ
る
。

近
頃
で
は
い
つ
も
精
神
が
ぼ
ん
や
り
し
て
、
病
気
も
段
々
進
行
し
て
お
り
、
医
者
が
言
う
に
は

「気

の
働
き
が
弱
く
血
が
欠
け
て

お
り
、
肺
病
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
。
」
と
の
こ
と
。

(第
三
十
二
回
)

全
身
が
熱

っ
ぽ
く
、
顔
が
火
照
る
の
で
、
鏡
台
の
所
ま
で
走
り
、
鏡
の
お
お
い
を
め
く
り
ま
す
と
、
頬
が
真

っ
赤

に
な
り
、
そ
れ

は
桃
の
花
を
圧
倒
す
る
ほ
ど
で
我
な
が
ら
ほ
れ
ぼ
れ
し
ま
す
が
、
ま
さ
か
こ
れ
が
病
気
の
兆
候
だ
と
は
思
い
も
し
な
い
の
で
し
た
。

(第

三
十
四
回
)

こ
れ
ら
の
描
写
か
ら
、
恐
ら
く
林
黛

玉
の
病
は

「
肺
疹
」
、
即
ち
、
所
謂
肺
結
核

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
表
面
的

に
見
る
と
、

こ
の

病
の
源
は
肺
で
あ
る
が
、
実
は
結
核
菌
は
肺
か
ら
始
ま
り
、
脾
臓
、
腎
臓
を
経
由
し
、

つ
い
に
は
心
臓
、
肝
臓

へ
と
至
る
。

つ
ま
り
、

肺
を
治
す
為
に
は
、
ま
ず
、
脾
臓
を
治
さ
な
く
て
は
な
ら
ず
、
更
に
脾
臓
を
治
す
為
に
は
肝
臓
を
治
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

し
て
み
れ
ば
、
前
述
し
た
薬
の
効
能
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
【
人
参
養
栄
丸
】
、
【天
王
補
心
丹
】
は
林
黛
玉
に
は

た
だ
強
す
ぎ
る
だ

け
で
あ

っ
て
、
こ
れ
ら
の
薬
よ
り
は
、
肝
臓

に
多
分
の
作
用
の
あ
る

【燕
窩
】
が
効
果
的
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

事
実
、
作
品
中
に

於
い
て
も
、
第
四
十
五
回
で
は
醇
宝
銀
が
林
黛
玉
に

「
あ
な
た
の
お
薬
は
気
血
を
益
し
、
精
神
を
補
う
も
の
に
は
違

い
な
い
け
れ
ど
、

熱
性
が
す
ぎ
る
の
で
燕
窩
を
食

べ
る
よ
う
に
し
た
方
が
よ
い
」
と
忠
告
し
、
第
五
十
七
回
で
は
質
宝
玉
が

「燕
窩
は
毎
日
食

べ
続
け
る

醇
宝

銀

と

【
冷

香
丸

】

(
垣

見

)
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も
の
だ

か
ら
、
ま
ず
、

二
、
三
年
も
食

べ
続
け
た
ら
、
好
く
な
る
だ
ろ
う
」
と
忠
告
し
て
い
る
。
即
ち
、

こ
れ
ら
の
描
写
は
先
に
述
べ

た

【燕
窩
】
の
医
学
的
見
地
を
作
者
が
暗
に
示
唆
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
も
林
黛
玉
に
は
最
初
か
ら

【燕
窩
】
を
食

べ
さ
せ
て

い
た
方

が
余
程
効
果
的
だ

っ
た
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

三
、
薬

の
描
写
か
ら
見
た
醇
宝
銀

・
林
黛
玉
の
人
物
像

以
上

を
要
す
る
に
、
作
者
は
醇
宝
銀
に
は

【冷
香
丸
】
と

い
う
自
ら
が
案
出
し
た
全
く
架
空

の
薬
を
服
用
さ
せ
、
林
黛
玉
に
は
医
学

書
に
記

さ
れ
て
い
る
現
実

の
薬
を
服
用
さ
せ
て
い
る
。
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
薬
の
効
能
に
つ
い
て
言
え
ば
、
酵
宝
銀

に
は
頗
る
適
切
で

あ

っ
た
が
、
林
黛
玉
に
は
適
合
し
て
い
な
か

つ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
作
品
中
に
於
け
る
医
学
描
写
か
ら
し
て
、
作
者
の
医
学
の
造

詣
が
並

々
の
も
の
で
な
か

っ
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。
従

つ
て
、
こ
の
二
人
の
複
雑
な
薬

の
設
定
は
明
ら
か

に
作
者

の
明
確
な

意
図

に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
二
人
の
薬

の
背
景
に
は
作
者

の
ど
の
よ
う
な
意
図
が
隠
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
ろ

う
か
。

こ
の
疑
問
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
ま
ず
、
浮
か
び
上
が
る
の
が
二
人
の
性
格
描
写
と
の
関
連
で
あ
る
。

そ
こ
で
、

こ
の
章

で
は
、

こ
の
二
人
の
少
女
の
本
来
の
性
格
、
と
り
わ
け
醇
宝
銀
の
人
物
像
を
林
黛
玉
と
の
関
連
に
お
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

八
十

回
を
通
し
て
描
か
れ
る
醇
宝
銀
と
い
う
少
女
の
人
間
像
は
、

一
貫
し
て
屋
敷
中

の
者
が
こ
ぞ

っ
て
褒
め
ち
ぎ
る

「
よ
く
で
き
た

人
」

で
あ
る
。
例
え
ば
、
第
五
回
に
次
の
様
な
描
写
が
あ
る
。

意

外
に
も
今
俄
か
に
醇
宝
銀
と
い
う
少
女
が
や

っ
て
来
る
と
、
年
は
さ
ほ
ど
い

っ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
品
格

は
立
派
で
、
容
貌

も
美
し
く
、
人
は
多
く
黛
玉
様
も
及
ば
な
い
の
で
は
と
う
わ
さ
し
ま
す
。
し
か
も
、
宝
銀
は
す
る
こ
と
が
お
お
ら
か
で
、
そ
の
場

に
応
じ
て
無
理
な
く
振
る
舞

い
、
黛
玉
が
お
高
く
と
ま

っ
て
、
下
の
者
を
見
下
し
て
い
る
の
に
は
比
べ
も
の
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
、

黛

玉
と
比
べ
て
下
の
者
達

の
心
を

つ
か
ん
で
お
り
ま
す
。
若
い
女
中
の
者
達
も
、
多
く
の
者
が
喜
ん
で
宝
銀
と
遊

び
た
が
り
ま
す
。

と

こ
ろ
が
、
醇
宝
銀
の
言
動
を
よ
く
見
る
に
、
彼
女
は
時
と
し
て
、
所
謂

「
よ
く
で
き
た
」
醇
宝
銀
像
と
は
全
く
別
人
の
趣
を
見
せ

る
。
そ
れ
は
、
次
の
二
つ
の
場
面

に
最
も
顕
著
に
現
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

醇
未
亡
人
は
宝
銀
に
向
か

っ
て
言
い
ま
す

「
お
前
、
聞

い
た
か
い
?
珍
さ
ん
の
お
か
み
さ
ん
の
妹

の
三
姐
さ
ん
は
、
お
前
の
義
弟
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の
柳
湘
蓮
さ
ん
と
既

に
縁
談
が
決
ま

っ
て
い
た
と
い
う
の
に
、
そ
れ
が
ど
う
し
た
訳
か
自
分
で
首
を
は
ね
た
の
で
す
。
…
」
…
宝
銀

は
聞
い
て
も
、
気
に
も
留
め
ず
、
言
い
ま
す

「
…
私
に
言
わ
せ
れ
ば
、
あ
の
方
達

の
思
う
通
り
に
さ
せ
る
こ
と

で
す
わ
。
お
母
様

も
あ
の
方
達
の
為
に
感
傷
的
に
な
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
わ
。
そ
れ
よ
り
も
お
兄
様
が
江
南
よ
り
帰
ら
れ
て
か
ら

↓
、
二
十
日
に

な

り
、
…
あ
の
同
伴
し
た
手
代
の
者
達
も
大
変
苦
労
し
て
何

ヶ
月
も
か
か

っ
て
戻

っ
て
き
た
の
で
す
。
お
母
様
と
お
兄
様
で
相
談

の
上
、

や
は
り

一
席
設
け
て
謝
礼
を
な
さ
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
わ
。
皆
様

に
道
理
を
わ
き
ま
え
な
い
と
見
ら
れ
る
で
し
よ
う
。
」

(第
六
十
七
回
)

こ
こ
で
の
醇
宝
銀
は
、
尤
三
姐
の
死
に
驚

い
て
い
る
母
親
に
対
し
、
「
そ
ん
な
人
が
死
ん
だ

こ
と
な
ど
よ
り
、
他

に
自
分
達

の
体
面
を

守
る
為

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
」
と
、
人
の
死
を
無
情
に
も
あ

つ
さ
り
と
切
り
捨
て
る
。
そ
し
て
、

次
の
女
中
の
金
釧

見
が
自
殺
し
た
時

の
場
面

で
は
、
屋
敷
中
が
大
騒
ぎ
し
て
い
る
中
、
醇
宝
銀
は
そ
の
死
を

「
お
か
し
な
こ
と
」
と
し

て
、
「
女
中

一
人

の
死
な
ど
金

で
片
付
け
れ
ば
よ
い
」
と
、
ま
た
も
や
人

一
人
の
死
を
い
と
も
簡
単
に
処
置
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

(
老
女
)
「
こ
れ
を
何
と
お
話
し
す
れ
ば
い
い
の
や
ら
!
金
釧
児
さ
ん
が
井
戸

へ
身
を
投
げ
て
死
ん
だ
の
で
す
よ
。
」
…
宝
銀
は
そ
こ

で
言

い
ま
す

「
そ
れ
は
ま
た
お
か
し
な
こ
と
で
す
こ
と
。
」
…
宝
銀
は
こ
の
話
を
聞

い
て
、
す
ぐ
に
王
夫
人
の
所

へ
と
慰
め
に
行
き

ま
す
。
…
「叔
母
様
は
お
慈
悲
深

い
方
で
ご
ざ

い
ま
す
か
ら
、
…
恐
ら
く
彼
女
は
暇
を
出
さ
れ
て
、
事

に
よ

っ
た
ら
井
戸
の
前
で
ふ

ざ

け
て
、
誤

っ
て
脚
を
滑
ら
し
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
彼
女
は
上
か
ら
拘
束
さ
れ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
外

へ
出
た
ら
、
自
ず
と

い
ろ
い
ろ
な
所

へ
脚
を
運
ん
だ
の
で
し
ょ
う
。
…
惜
し
む
こ
と
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
わ
。
」
…
「叔
母
様
は
お
気
に
か
け
る
必
要
は
ご

ざ

い
ま
せ
ん
。
心
が
落
ち
着
か
な
い
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
な
ら
、
多
目
に
何
両
か
の
銀
子
を
取
ら
せ
て
彼
女
を
葬
れ
ば
、

そ
れ
で
主
従
の
情
を
尽
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。」

(第
三
十
二
回
)

こ
う

し
た
、
人
の
死
を
金

で
簡
単
に
片
付
け
よ
う
と
す
る
彼
女
の
姿
を
見
る
と
、
ど
う
し
て
も
彼
女
の
兄
で
あ
る
醇
蠕
を
思
い
浮
か

べ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
醇
蜻
は
す
ぐ
に
カ
ッ
と
し
て
後
々
の
こ
と
も
考
え
ず

に
人
を
殺
し
て
し
ま
う
よ
う
な
、
凡

そ
似

つ
か
わ
し
く

な
い
兄
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
悲
し
い
哉
、
や
は
り
血
の
繋
が
り
は
侮
れ
な
い
も
の
で
、
醇
宝
銀
も
ふ
と
し
た
折

に
、
そ
の
カ
ッ
と

し
や
す

い
激
し
い
気
質
を
見
せ
る
の
で
あ
る
。

(
宝
玉
)
「
道
理
で
他
の
方
達
が
お
姉
様
の
こ
と
を
楊
貴
妃
様
に
例
え
ら
れ
る
の
で
す
ね
、
な
る
ほ
ど
お
太
り
だ

と
暑
が
り
な
の
で

醇

宝
銀

と

【
冷

香
丸

】

(
垣
見

)
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す

ね
。」
宝
銀
は
こ
う
聞
い
て
、
思
わ
ず
カ

ッ
と
な
り
、
ど
の
よ
う
に
し
て
く
れ
よ
う
か
と
思
い
ま
す
、
…
二
人
が
正
に
そ
の
よ
う

な
話
を
し
て
い
る
と
、
ち

ょ
う
ど
侍
女
見
習

い
の
碇
見
が
扇
子
を
失
く
し
た
こ
と
か
ら
、
宝
銀
に
笑

っ
て
言
い
ま
す

「
き

っ
と
宝

銀

様
が
私

の
扇
子
を
お
隠
し
な
さ

つ
た
の
で
し
よ
う
。
宝
銀
様
、
私
に
お
下
げ
渡
し
に
な
さ

っ
て
下
さ
い
ま
し
。
」
宝
銀
は
綻
兜

を
指
さ
し
て
言

い
ま
す

「
お
前
気
を
付
け
な
さ
い
!
こ
の
私
が
お
前
相
手
に
ふ
ざ
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
、
お
前
が
私
を
疑
う

の
な
ら
い
い
け
れ
ど
。
お
前
が
日
頃
ふ
ざ
け
散
ら
し
て
い
る
お
嬢
様
方
の
所

へ
行

っ
て
、
尋
ね
て
み
る
べ
き
で
は
な
い
の
。
」

こ

う
言
わ
れ
た
碇
見
は
逃
げ
て
行
き
ま
し
た
。

(第
三
十
回
)

(
林
黛
玉
)
「宝
銀
お
姉
様
、
あ
な
た
が
聞

い
た
二
幕
は
ど
ん
な
演
劇
で
す
の
?
」
宝
銀
は
林
黛
玉
の
顔

に
浮
か
ぶ
得
意
げ
な
様
を

見

て
、
き

っ
と
先
程
宝
玉
が
嘲
笑
す
る
の
を
聞

い
て
、
思

い
を
遂
げ
た
の
だ
ろ
う
と
思

っ
て
い
る
と
、
又
こ
の
よ
う
な
話
を
聞
か

れ

た
の
で
、
笑

っ
て
言
い
ま
す

「
私
が
見
た
の
は
李
達
が
宋
江
を
罵
り
、
後

で
又
謝
る
段
で
し
た
か
し
ら
。
」
す
る
と
、
宝
玉
が

笑

い
な
が
ら
言
い
ま
す

「お
姉
様
は
古
今
の
事
柄
に
精
通
し
て
お
い
で
で
、
何
か
ら
何
ま
で
皆
御
存
知
な
の
に
、
ど
う
し
て
こ
の

】
勧

の
名
前
す
ら
御
存
知
な
い
と
は
、
そ
の
よ
う
に
ク
ド
ク
ド
と
お
言
い
に
な

つ
て
。
…
」
宝
銀
は
笑

っ
て
言
い
ま
す

「
…
あ
な

た
達
は
古
今

の
事
柄
に
精
通
し
て
い
ら

っ
し
ゃ
る
か
ら
こ
そ
、
「負
荊
請
罪
」
と
御
存
知
な
の
で
す
ね
、
…
。
」
と

一
区
切
り
話
が

終
わ
ら
な
い
内
に
、
宝
玉
と
黛
玉
の
二
人
に
は
心
に
含
む
所
が
あ

っ
た
の
で
、

こ
の
話
を
聞
く
と
、
早
く
も
顔
を
恥
ず
か
し
さ
で

赤
ら
め
る
の
で
し
た
。
…
宝
銀
は
更
に
話
を
し
て
追
い
詰
め
よ
う
と
思
い
ま
し
た
が
、
宝
玉
が
心
か
ら
恥
じ
入
り
、
容
貌
も
改
ま

つ

て
い
る
の
で
、

こ
れ
以
上
言
う
の
も
何
だ
と
、
た
だ

一
笑
に
済
ま
せ
ま
し
た
。

(第
三
十
回
)

だ
が
、
彼
女
の
激
し
い
怒
り
は
常
に
抑
制
さ
れ
、
そ
れ
が
ま
と
も
に
露
呈
さ
れ
る
こ
と
は
滅
多
に
な
い
。
ま
さ
し
く
、
醇
宝
銀
の
カ

ッ

と
し
や
す
い
本
来

の
気
質
は
、

ひ
た
す
ら
自
分
を
抑
え
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
う
ま
く
隠
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
う
し
た
醇
宝
銀
と
は
全
く
の
対
立
形
象
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
が
林
黛
玉
で
あ
る
。
先

に
あ
げ
た
第
五
回
や
、
第
三
十

回
、
第

三
十
二
回
等

の
場
面
か
ら
し
て
も
、
そ
の
評
判
も
ま
る
で
正
反
対
な
ら
、
そ
の
言
動
も
全
く
対
照
的
で
あ
る
の
が
分
か
る
。
林

黛
玉
は
常
に
神
経
を
張
り
詰
め
さ
せ
て
お
り
、
そ
の
言
動
に
は
扶
る
よ
う
な
鋭
さ
さ
え
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
だ
が
、
裏
表
の
あ
る
醇

宝
銀
と
同
様
、
そ
れ
が
林
黛
玉
の
本
来
の
気
質

で
あ
る
の
か
と
言
え
ば
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
そ
の
表
面
上
の
強

い

振
る
舞

い
は
、
実
は
弱
虫
で
、
寂
し
が
り
屋
の
裏
返
し
の
表
現
だ
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
事
実
、
林
黛
玉
は
そ
の
私
生
活
に
お
い
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て
、
と
か
く
素
直
す
ぎ
る
為
か
、
そ
の

一
風
変
わ

つ
た
考
え
方
の
為
か
、
内
心
は
び
く
び
く
し
、

一
人
に
な
る
と
、
し
く
し
く
と
涙
を

流
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
今
、
そ
の
例
と
し
て
次
の
場
面
を
あ
げ
る
と
、

鵬
寄
が
笑

っ
て
言
い
ま
す
、
「林

の
姫
様
は
ち
よ
う
ど
こ
こ
で
心
を
傷
め
て
お
い
で
で
し
た
の
、
ご
自
分

で
涙
を
流
し
、
「今
日
来

た
ば
か
り
だ
と
い
う
の
に
、
あ
な
た
の
所
の
若
様
の
ご
病
気
を
引
き
起

こ
し
て
し
ま

っ
た
わ
。
も
し
玉
が
地
面

に
落
ち
て
い
た
り

で
も
し
た
ら
、
そ
れ
こ
そ
私
の
過
ち
で
は
な
い
の
」。
と
心
を
傷
め
て
お
い
で
で
し
た
。
…
」

(第
三
回
)

(
林
黛
玉
)
「
人
が
集
ま
れ
ば
散
ず
る
わ
。
集
ま
る
時
は
嬉
し
い
け
れ
ど
、
散
ず
る
時
に
な

っ
た
ら
、
寂
し
い
も

の
で
は
な
い
か
し

ら
、
寂
し
く
な
れ
ば
感
傷
的
に
な

っ
て
し
ま
う
わ
、
だ
か
ら
か
え

っ
て
集
ま
ら
な
い
方
が
い
い
の
よ
。
例
え
ば
花
は
咲
い
た
時
は

人
を
敬
慕
さ
せ
る
け
れ
ど
、

し
ぼ
ん
だ
時

に
は
よ
け
い
が

っ
か
り
さ
せ
る
わ
、
だ
か
ら
か
え

っ
て
咲
か
な
い
方

が
い
い
の
よ
。」

こ
の
様
な
考
え
な
の
で
、
人
が
喜
ん
で
い
る
時
、
彼
女
は
か
え

っ
て
悲
し
ん
で
い
る
の
で
し
た
。

(第
三
十

一
回
)

だ
が
、
林
黛
玉
は
こ
う
い

っ
た
態
度
と
は
裏
腹
に
、
表
面
で
は
常
に
強
気
な
態
度
を
取
り
、
自
分

の

「
弱
さ
、
も
ろ
さ
」
を
徐

々
に

周
囲
か
ら
も
嫌
悪
さ
れ
る
ほ
ど
張
り
詰
め
た
も
の

へ
と
さ
せ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

そ
れ

で
は
、

一
体
何
故
、
こ
の
二
人
の
少
女
の
言
動
は
こ
う
ま
で
裏
返
さ
れ
、
そ
し
て
分
け
隔

て
ら
れ
て
し
ま

っ
た

の
か
。
そ
れ
は

や
は
り
、
醇
宝
銀
の
徹
底
的
な
ま
で
の
現
実

へ
の
執
着

で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
ぜ
な
ら
、
醇
宝
銀

の
行
動
に
は
、
常

に
計
算
つ
く
の
動

き
が
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
最
も
顕
著
な
現
れ
が
、
最
高
権
力
者

で
あ
る
後
室

に
対
す
る
醇
宝
銀
の
態
度
と
言
え
よ
う
。
例
え

ば
、
自
分
の
誕
生
日
に
何
が
好
き
か
と
問
わ
れ
れ
ば
、
彼
女
は
即
座
に
後
室

の
好
む
物
を
列
挙
し
、

後
室
は
そ
こ
で
宝
銀
に
何

の
芝
居
が
好
き
か
、
食

べ
物
は
何
が
好
き
か
等
と
問

い
か
け
ま
す
。
宝
銀
は
後
室
が
お
年
寄
り
な
こ
と

か
ら
、
賑
や
か
な
芝
居
が
好
き
で
、
甘
く
て
水
分
が
多
く
柔
ら
か
い
食

べ
物
が
好
き
だ
と
知

っ
て
い
た
の
で
、
そ

こ
で
後
室

に
合

わ

せ
て
後
室
が
か
ね
て
よ
り
好
ん
で
い
る
物
を
言

っ
て
い
き
ま
し
た
。
後
室
は
益
々
喜
び
ま
す
。

(第
二
十

二
回
)

姉
妹
達

皆
で
謎
解
き
の
遊
び
を
し
て
い
る
時
で
さ
え
も
、
醇
宝
銀
は
後
室

の
意
向
に
沿

っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
念
頭

に
置
い
て
い
る
。

(
宝
銀
)
「
こ
れ
は
良
い
け
れ
ど
も
、
ご
後
室
様
の
意
志
と
は
合
わ
な
い
わ
…
。」

(第

五
十
回
)

こ
う
し
た
、

で
き
る
だ
け
有
利
な
立
場

で
生
き
残
ろ
う
と
す
る
醇
宝
銀

の
人
物
像
は
、
作
品
中
、
し
ば
し
ば
彼
女
が
例
え
ら
れ
て
い

る
楊
貴
妃
像
と
相
通
ず
る
も

の
が
あ
る
。
後
宮
生
活
に
於
け
る
厳
し
い
現
実
競
争

の
中
、
毒
気
の
あ
る
カ
ッ
と
し
や
す

い
感
情
の
ま
ま
、

醇

宝
銀

と

【
冷
香

丸
】

(
垣

見

)
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た
く
ま

し
く
生
き
抜
い
て
い
く
楊
貴
妃
の
像
と
、
『
紅
楼
夢
』

の
大
観
園
の
世
界

で
、
た
く
ま
し
く
生
き
る
醇
宝
銀
像

と
は
重
な
り
合

う
の
で
あ
る
。

以
上

に
述

べ
て
き
た
醇
宝
銀
、
林
黛
玉
の
本
来

の
人
物
像
と
前
述
し
た
こ
の
二
人

の
薬

の
作
用
を
併
せ
て
考
え
る
と
、
作
者
は
、
本

来
は
カ

ッ
と
し
や
す
く
、
毒
が
あ
る
性
格
で
あ
る
の
に
、
そ
れ
を
ひ
た
す
ら
内
面
に
隠
し
て
い
る
醇
宝
銀

に
対
し

て
は
、
わ
ざ
わ
ざ

【冷
香
丸
】
と
い
う

「
清
熱
」
「
伏
火
」
「
解
毒
」
と

い
っ
た
作
用
の
あ
る
薬
を
自
ら
作
り
出
し
、
服
用
さ
せ
て
い
る
。

そ
し
て
、
そ
れ

と
は
反
対
に
、
作
者
は
、
本
来
は
気
が
弱
く
て
、
素
直
な
性
格
で
あ
る
の
に
、
表
面
上
は
気
が
強
く
て
、
精
神
を
張
り
詰
め
て
い
る
林

黛
玉
に
対
し
て
は
、
気
血
を
益
し
す
ぎ
る
作
用
が
あ
る
現
実
の
薬
を
故
意
に
違
え
て
服
用
さ
せ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
醇
宝
銀

の
常
に
抑

え
て
い
る
性
格
と
、
【冷
香
丸
】
の
精
を
抑
え
る
作
用
、
林
黛
玉
の
張
り
詰
め
た
性
格
と

【
人
参
養
栄
丸
】
、
【天
王
補

心
丹
】
等
の
精

を
益
す

作
用
と
は
恰
も

一
致
し
て
お
り
、
こ
の
二
人
に
関
し
て
言
え
ば
、
薬
と

い
う
観
点
か
ら
そ
の
人
物
像
を
見
る

に
、
そ
の
人
間
本

来
の
像
、
即
ち
作
者
が
言
わ
ん
と
す
る

「原
像
」
が
自
ず
と
浮
か
び
上
が

っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

四
、

ま

と

め
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こ
の
章

で
は
、
ま
と
め
と
し
て
、
【冷
香
丸
】
が
醇
宝
銀
と
林
黛
玉
の
関
係

の
設
定
に
対
し

て
、
ど
の
よ
う
に
関

わ

っ
て
い
る
の
か

考
え
て
み
た
い
。
果
た
し
て
作
者
は
、
彼
女
達

の
人
物
像
の
設
定
を
な
す
に
当
た
り
、
【冷
香
丸
】
に
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
わ
せ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
い
ま

一
度
、
前
出

の

【冷
香
丸
】
の
構
成
材
料
を
見
る
と
、
上
述

の
通
り
、
雪
や
霜
を
始
め
と
し
て
、
使

用
さ
れ
て
い
る
花

の
色
も
全
て
白
色
で
あ
る
こ
と
に
気
付
く
。

一
体
、
こ
の

《白
》
と
い
う
色
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

言
い
換
え
れ
ば
、

作
者
は
何
故

こ
こ
ま
で
醇
宝
銀
の
専
用
薬

に
白

い
色
を
結
び
付
け
る
こ
と
に
こ
だ
わ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
疑
問

に
つ
い
て
考
え

て
み
る

と
、

こ
れ
に
は
中
国
医
学
の
基
礎
概
念
で
あ
る
陰
陽
五
行
説
が
深
く
関
わ

っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う

の
は
、
醇
宝
銀
の

病

の
源

で
あ
る
肺
は
五
臓
生
成
篇
に
よ
る
と
、
五
臓
と
五
色
と
の
対
応
で
は

《
白
》
に
対
応
す
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ

で
は
、
更
に
、

こ
の

《白
》
と
肺
の
関
係
は
小
説
全
体

の
構
成
と
は
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
質
宝
玉
と



醇
宝
銀
、
林
黛
玉
の
仲
が
そ
れ
ぞ
れ
金
玉
の
縁
、
木
石
の
縁
と
例
え
ら
れ
る
の
は
、
醇
宝
銀
が
金
鎖
を
所
持
し
、
林
黛
玉
が
草
木
の
属

で
あ
る
経
珠
仙
子
を
前
身
と
す
る
か
ら
で
あ
る
が
、
そ
こ
は
や
は
り
伏
線

に
富
む

『
紅
楼
夢
』
の
世
界
、
理
由
は
単

に
そ
れ
だ
け
で
は

片
付
か
な
い
。
と

い
う
の
は
、
五
臓
と
五
色

の
対
応
に
よ
り
、
醇
宝
銀

の
病
の
源

で
あ
る
肺
に
対
応
す
る
五
行
が

《
金
》
で
あ
り
、
林

黛
玉
の
真

の
病
の
源

で
あ
る
肝
臓

に
対
応
す
る
五
行
が

《木
》
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
陰
陽
と
五
行

に
基
づ
く
相
剋

の
法
則

に
よ

つ
て

「
金
は
木
を
制
す
」
の
で
あ
る
か
ら
、
林
黛
玉
が
い
く
ら
賞
宝
玉
と
の
縁
を
願

っ
て
も
、
醇
宝
銀
に
勝
て
な
い
の
は
当
た
り

前
の
こ
と
で
あ

っ
て
、
質
宝
玉
と
醇
宝
銀
が
結
ば
れ
る
の
は
始
め
か
ら
決
ま

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
の
様
に
考
え
て
来
る

と
、
『
紅
楼
夢
』
の
人
物
設
定

の
か
ら
く
り
を
も
察
知
し
て
い
た
と
覚
し
き

一
族

の
脂
硯
斎
が
次
の
様
に
評
し
て
い
る
こ
と
が
甚
だ
重

要
と
な

つ
て
く
る
。

前

玉
生
香
回
中
、
墾
云
他
有
金
休
有
玉
、
他
有
冷
香
侮
豊
不
該
有
媛
香
、
是
寳
玉
無
藥
可
配
　
。
今
擾
見
之
剤
若
許
材
料
皆
係
滋

補
熱
性
之
藥
、
兼
有
許
多
奇
物
、
而
尚
未
擬
名
、
何
不
寛
以
暖
香
名
之
、
以
代
補
寳
玉
之
不
足
、
豊

不
三
人

一
膿
　
。
(
前
の
玉

の
香
り
を
生
ず
る
の
回
の
中
、
擾

(
引
者
注

:
黛
玉
)
云
ふ
、
「他

(引
者
注
:
宝
銀
)
に
金
有
り
て
休

(引
者
注

:
宝
玉
)
に

玉
有
り
、
他
に

【冷
香
】
有
れ
ば
休
豊

に
該
に

【媛
香
】
有
ら
ざ
ら
ん
や
」
と
。
是
れ
寳
玉
の
藥
の
配
す
可
き
無
き
な
り
。
今
擾

児

の
剤
、
若
許

の
材
料
は
皆
滋
補
熱
性

の
藥
に
係
り
、
兼
ね
て
許
多

の
奇
物
有
り
、
而
し
て
尚
未
だ
名
を
擬

せ
ず
、
何
ぞ
尭
に

【
暖
香
】
を
以
て
之
に
名
づ
け
、
以
て
寳
玉
の
不
足
を
代
補
せ
ざ
る
、
山豆
に
三
人

一
禮
な
る
に
あ
ら
ざ
ら
ん
や
。
)

(
第
二
十
八
回
庚
辰
本
眉
批
)

こ
の
評
が
書
か
れ

て
い
る
の
は
、
先
述
の
林
黛
玉
に
最
も
適
す
る
と
さ
れ
る
薬
の
構
成
材
料
が
そ
ろ
わ
な
い
と
い
う
場
面
で
あ
り
、
わ

ざ
わ
ざ
、
こ
の
場
面
に
こ
の
評
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
【冷
香
丸
】
が
金
玉
縁
を
暗
示
さ
せ
る
伏
線
と
し
て
用
い
ら

れ
て
い
る
事
が
推

察
さ
れ

る
。

そ
し

て
最
後
に
、

こ
の
二
人
の
関
係
か
ら
、
【冷
香
丸
】
の
存
在
価
値
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

そ
も

そ
も

【冷
香
丸
】
は
何
故
に
調
合
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
関
し
て
も
、
脂
硯
斎
に
次

の
様
な
興
味
深
い
評
が
あ
る
。

卿

不
知
從
那
裏
弄
來
、
余
則
深
知
是
從
放
春
山
採
來
、
以
灌
愁
海
水
和
成
、
煩
廣
寒
玉
菟
揚
埣
、
在
太
虚
幻
境

空
露
殿
上
炮
製
配

合
者
也
。
(卿
那
裏
從
り
弄
び
來
た
る
や
を
知
ら
ざ
る
も
、
余
は
則
ち
深
く
知
る
、
是
れ
放
春
山
從
り
採
り
來

た
り
、
灌
愁
海
の

醇

宝
銀

と

【
冷

香

丸
】

(
垣

見
)
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水
を
以

て
和
成
し
、
廣
寒

の
玉
冤
を
煩
は
し
て
揚
埣
し
、
太
虚
幻
境

の
空
霰
殿
の
上
に
在
り
て
炮
製
配
合
す
る
者

な
る
を
。
)

(
第
七
回
甲
戌
本
)

こ
の
脂
評

に
拠
れ
ば
、
【冷
香
丸
】
は
天
上
界

の
薬
と
な
る
。
実
は
、
こ
の
指
摘
は
林
黛
玉
の
薬
に
も
関
わ

っ
て
く
る
大
変
重
要
な
も

の
と
考

え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に

「
清
熱
」
「伏
火
」
「
解
毒
」
「潤
肺
」
と
い
っ
た
作
用
を
持

つ

【冷
香
丸
】

は
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
熱
毒
を
持

っ
て
い
る
醇
宝
銀
に
適
し
た
薬

で
あ

っ
て
も
、
林
黛
玉
に
つ
い
て
言
え
ば
、
そ

の
薬
は
適
し
て

い
な
い
。
し
て
み
れ
ば
、
【冷
香
丸
】
が
天
上
界
の
薬
だ
と
す
る
と
、
醇
宝
銀
も
林
黛
玉
も
天
上
界

の
女
性
で
あ
る
の
で
、
天
上
界

の

薬
を
服
用
し
て
い
る
醇
宝
銀
に
薬
が
効
果
を
発
揮
す
る
の
は
至
極
妥
当

で
あ
る
。
更
に
、
林
黛
玉
が
服
用
し
て
い
る

【人
参
養
栄
丸
】、

【天
王
補
心
丹
】
は
医
学
書
に
も
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
実
に
存
在
す
る
地
上
界

の
薬

で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
地
上

の
薬
を
服
用
し
て
い
る
林
黛
玉
に
そ
の
薬

の
効
能
が
適
し
て
い
な
い
こ
と
も
当
然
の
事
だ
と
言
え
る
。

つ
ま
り
、
醇
宝
銀
の
薬
は
現
実

に
は
存
在
し
な
い
天
上
界
の
薬
だ
が
、
そ
の
効
能
は
頗
る
適
切
で
あ
り
、
林
黛
玉
の
薬
は
現
実
に
存
在
す
る
地
上
界

の
薬
だ
が
、
そ
の

効
能
は
林
黛
玉
自
身
に
適
し
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
し

て
、

こ
の
二
人
の
女
性
に
関
し
、
服
用
し
て
い
る
薬
を
媒
介
と
し
て
考
察
す
る
な
ら
ば
、

こ
れ
は
、
天
上
の
世
界
が
正
し
く
、

現
実
の
世
界
が
間
違

っ
て
い
る
、
言
い
換
え
れ
ば
、

つ
ま
り
、
天
上
日
真
、
下
界
11
仮
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
こ
の
小
説
の
基
本
的
テ
ー

マ
と
も

言
え
る

『
假
作
真
時
真
亦
假
』
(第

一
回
)
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
即
ち
、
『
紅
楼
夢
』

に
於
い
て
は
、
真

で
あ
る
現
実
世
界
が
仮
、

つ
ま
り
偽
り
の
世
界
で
あ

っ
て
、
夢
に
仮
託
さ
れ
た
天
上
世
界
が
実
は
真
、

つ
ま
り
本
当

の
世
界
な
の
で
あ

る
。
し

て
み
れ
ば
、
現
実

の
薬
で
あ
る
林
黛
玉
の
薬
が
仮
の
存
在
で
あ
り
、
架
空

の
薬
で
あ
る

【冷
香
丸
】
が
真
の
存
在
と
な
る
。
ま

さ
し
く

【冷
香
丸
】
こ
そ
が

『
紅
楼
夢
』

に
於
け
る
真
実
を
物
語

っ
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま

い
か
。

『
紅
楼
夢
』

に
は
夢
と
現
実

の
正
反
対
の
二
つ
の
世
界
が
表
裏

一
体

の
も
の
と
し
て
設
定
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
た
め

に
そ
の
作
品
構

成
は
、

一
つ
の
事
柄
に
つ
い
て
も
表
裏
が
裏
返
さ
れ
、
更
に
そ
れ
が
ご
く
自
然
な
形
で

一
体
化
さ
れ
た

一
見
奇
怪
な
虚
構
の
上
に
組
み

立
て
ら
れ
て
い
る
。
【冷
香
丸
】
は
読
者

に
そ
の
虚
構

の
中
に
伏
せ
ら
れ
た
醇
宝
銀
の
原
像

や
、
そ
こ
か
ら
彼
女
と
対
極
の
位
置
に
存

在
す
る
林
黛
玉
の
原
像
ま
で
を
も
垣
間
見
せ
、
更
に
は
、
作
品
の
背
後

に
隠
さ
れ
た
伏
線
を
明
か
す
役
割
を
も
担

っ
て
い
る
。

こ
の
様

な
観
点

か
ら
見
れ
ば
、
【冷
香
丸
】
は
、
『
紅
楼
夢
』
に
於
い
て
、
醇
宝
銀
の
人
物
設
定
を
中
心
と
し
て
、
表
面
の
裏
側

に
巧
妙
に
隠
さ
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れ
て
い
る
、
存
在
が
あ

っ
て
無
き
が
如
き
作
品
の
か
ら
く
り
を
解
き
明
か
す
不
可
欠
な
関
鍵
の

一
つ
で
あ
る
と
言
え
る
よ
う
に
私
に
は

思
え
る

の
で
あ
る
。

注

テ
キ

ス
ト

に
は
命

平
伯
校

訂

の

『
紅
楼

夢

八
十

回
校
本
』

全

四
冊

(
人

民
文

学
出

版
社

一
九

九

三
年

)

を
使

用

し
、
本

文

の
引
用

は
全

て
こ
れ

に
拠

つ
た
。

本
文

の
訳

は
伊
藤

漱

平
訳

『
紅
楼

夢
』

を
適

宜
、
参

照

し
た
。

(
平
凡

社

〕
九

九

六
～

九

七
年

)

「
…
…
要
春

天

開
的

白
牡

丹

花
蕊

十

二
雨
、

夏
天
開

的

白
荷

花
蕊

十

二
雨

、

秋
天

的
白

芙
蓉

花
蕊

十

二
雨
、

冬

天
的
白

梅

花
蕊
十

二
雨

。

將

這
四
様

花
蕊

、

於
次

年
春

分

這

日
曜
乾

、
和

在
末

藥

一
庭
、

一
齊

研

好
。

又
要
雨

水
這

日
的

雨
水

十

二
銭

。
」

「
所

以
了
、

那

裏
有

這
様

可
巧
的

雨
、

便
没

雨

也
只
好

再

等
罷

了
。
白
露

這

日
露

水
十

二
銭
、

霜
降

這

日
的
霜

十

二
銭
、

小
雪

這

日
的
雪

十

二
銭

。

把
這

等

水
調
句
、

和

了
藥
、

再
加

十

二
銭
蜂

蜜
、

十

二
銭
白
糖

、
丸

成
龍

眼
大

的
丸

子
、

盛
在

善
磁

鐙
内
、

埋

在
花
根

底

下
。
若

獲

了
病
時

、

掌

出
來

吃

一
丸

、

用
十

二
分

黄
柏

煎

湯
送

下
。
」
…

…
寳
銀

道

:
「
竜

好
。

自

他
説

了
去

後
、

一
二
年

間
、

可

巧
都
得

了
、

好

容
易

配
成

一

料
。
…
…
現

就

埋
在
梨
花

樹
底

下
呪

。
」

周
瑞

家
的

又
道

:
「
這

藥

可
有

名
字

没
有

呪

?
」
寳

銀
道

:
「
有

。

這
也
是

那
癩

頭
和

尚
説

下
的

、

叫
倣

「
冷

香
丸
」
。
」

第

二
十

八
回

の
次

の
場
面

で
あ
る
。

(
寳

玉

)
「
…
…
我

替
妹

妹

(
林
黛

玉

)
配

]
料

丸
藥
、

包

管

一
料

不
完
就

好

了
。
」
…

…
「
我

這
個

方

子
比

別
的

不
同

。

那
個
藥

名

見
也

古

怪
、

一
時

也
説

不
清

。

只
講
那

頭
胎
紫

河
車
、

人
形

帯
葉

参
、

三
百

六
十

雨
還

不
穀

。
鶉

大
的

何
首
烏

、
千

年
松

根
挟

苓
膿

、
諸

如
此

類

的
藥

、
都

不
算

爲
奇

。

」

「
正
経
按

那
方

子
、
這

珍
珠
寳

石
定

要
在

古
墳

裏
的

、
有

那
古

時
富

貴
人

家
牧
裏

的

頭
面
掌

了
來

縷
好

。

如

今

那
裏
爲

這

個
去

副
墳
掘

墓
、
…
…
。
」

李
時

珍

(
商
務

印

書
館

香
港

分
館

一
九

三
十
年

)

周
巖

(
上
海
科

学
技

術

出
版

社

一
九

八
五
年

)

醇

宝
銀

と

【
冷

香
丸

】

(
垣
見

)
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中

国
文
学

論
集

第

二
十

八
号

趙

学
敏

(
商
務

印
書
館

一
九

四
五
年

)

陳

基
瑞

(『
珍
本

医
書
集

成
』

上
海

科

学
技

術
出

版
社

一
九

八
五
年

)
所
収

黄

宮
繍

(
上
海

科
学
技

術

出
版
社

一
九

五
九
年

)

昊
謙

等

(
中
国
中

医
薬

出

版
社

一
九

四
四
年

)

陳
師
文

等
編

叢

書
集

成
所

収

張
介
賓

(
上
海
科

学
技

術
出

版
社

一
九

五
九
年

)

近

日
毎

畳
神

思
胱

惚
、

病

已
漸

成
、
醤

者
更

云

「
氣

弱

血
廟
、

恐
致

螢
怯

之
症

。
」

毘

得
渾

身

火
熱
、

面

上
作
僥

、
走

至
鏡

毫
、

掲
起
錦

祇

一
照
、

只

見
腿

上
通
紅

、
自

羨
歴

倒
桃

花
、
御

不
知

病
由

此
萌
。

こ
の
点

に
関

し

て
は
、

常
細

樵

氏
も

『
紅

楼
夢

学
刊

』

(
一
九

八

二
年

第

三
輯

)
「
紅

楼

夢
医

案

評
述
」

の
中

で
、

「
治
肺

必

先
治

脾
、

因
爲

"
土

(脾

)
能
生
金

(肺

)
"
而
健
脾

又
必
先

野
肝
、
縷

能
使
木

(
肝
)

不
勉

土

(脾

)。
…
…
用

"
人
参
養
榮
丸

"
和

"
天
王
補

心
丹
"

顯
然

藥

病
没
有

針
鋒

相

合
、
所

以

上
長
期

不
見
功

敷
。
」

と

述

べ

て
お

ら
れ

る
。

不
想

如
今

忽

來
了

一
個

醇
寳

銀
、

年
紀

錐
大

不
多

、
然

品
格

端

方
、

容
貌

豊
美

、
人

多
謂

黛

玉
所

不
及
、

而

且
寳

銀

行
爲

諮
達

、
随

分

從

時
、

不
比
黛

玉
孤

高
自
許

、

目
無
下
塵

、
故

比
黛

玉

大
得

下
人

之
心
。

便
是

那
些

小

Y
頭
椚

、
亦

多
喜
與

寳
銀

去
頑
。

醇

嬢

嬌
便
封

寳

銀

説
道

:
「
我

的

児
、

休
賄

見

了
没

有
?

休

珍
大

捜

子
的

妹
妹

三
姑

娘

、
他

不

是
已

経
許

定
給

侮

寄
寄

的
義

弟
柳

湘

蓮

了

屡

、

不
知

爲
什

腰
自

刎

了
。

」

寳
銀

聴

了
、

並

不
在
意

、

便
説

道

:
「
…
…
依

我

説
、

也

只
好

由
他

罷
了
。

嬌

嬬

也

不
必
爲

他
椚

傷
感

了

。
倒

是
自

從
寄

寄
打

江
南

回
來

了

]
二
十

日
、
…
…
那

同
伴

去
的

彩
計

椚
辛

辛
苦

苦
的

來

回
幾
個

月
了

、
嬬

嬌
和

寄
寄

商
議
商

議

、

也
該

請

一
請

、
酬

謝
酬
謝

綾
是
。

別
叫

人
家

看
着

無

理
似
的

。
」

(
老

婆

子

)
「
這
是

那
裏

説
起

!
金

釧
児

姑
娘

好

好
的

投

井

死
了
。
」
…
…
寳

銀

道

:
「
這

也
奇

了
。
」
…

…
寳

銀
聴

見

這
話

、
忙

向

王
夫

人
庭

來
道

安

慰
。
…

…
「
嬢

娘
是

慈
善

人

、
…

…
多

半
他

下
去

住
着

、

或
是

在
井

眼

前
慈

頑
、

失

了
脚

樟
下

去
的

。

他
在

上
頭

拘
束

慣

了
、

這

一

出
去

、

自
然

要
到

各
慮

去
頑

頑
逃

逃
。
…

…
也

不
爲

可
惜
。
」
…
…
「
媛

娘

也
不
螢

念
念

於
藪

。
十

分
過

不
去

、

不
過
多

賞
他

幾
雨

銀
子

襲
送

他
、

也

就
蓋
主

僕
情

了
。
」

(
寳

玉
)
「
怪

不
得
他

椚
掌

姐
姐

比
楊

妃
、

原

也
膿

豊
怯

熱
。
」

寳
銀

聴
説

、

不
由

的
大

怒
、
待

要
急

様

、
…

…

二
人
正

説
着

、

可
巧
小

Y
頭
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碇

見

因

不
見
了

扇
子

、
和

寳
銀

笑

道

:
「
必
是

寳

姑
娘

藏

了
我
的

。

好
姑

娘
、

賞
我

罷
。
」
寳

銀

指
他

道

:
「
祢

要
仔

細

!
我

和
侮

頑
過

、

休

再
疑

我
。
和

休
素

日
喀

皮
笑
瞼

的

那
些

姑
娘
椚

躁
前

、
侮
該

問

他
椚
去

。
」

説
的

個
碇

児
胞
了

。

(
林

黛

玉
)
「
寳

姐
姐

、
侮

聴

了
雨
駒

什
贋

戯

?
」
寳

銀

因
見

林
黛

玉
面

上
有

得
意

之
態

、

一
定
是

聴
了
寳

玉
方
纏

璽
落

之

言
、
遂

了
他

的

心
願
、

忽

又
見

問
他

這
話

、
便

笑

道

:
「
我
看

的

是
李

蓬
罵

了
宋

江

、
後

來

又
賠

不
是
。
」
寳

玉
便
笑

道

:
「
姐

姐
通

今
博

古

、
色

色
都

知

道

、
急

墜
連

這

一
駒
戯

的
名
字

也

不
知

道
、

就
説

了
這
歴

一
串

子
。
…
…
」

寳

銀
笑
道

:
「
…

…
祢

椚

通
今
博

古
、

綾

知
道

「
負
荊

請
罪

」
、

…
…
。
」

↓
句
話
還

未
説

完
、

寳

玉
林
黛

玉

二
人

心
裏
有

病
、

聴
了

這
話
、

早

把
瞼
差

紅

了
。
…
…
寳

銀
再

要
説
話

、

見
寳

玉
十
分

漸
梶

、

形
景

改
攣

、
也

就

不
好

再
説
、

ロ
バ
得

一
笑

牧
住
。

鵬

寄
笑

道

:
「
林

姑

娘

正
在

這
裏

傷

心
、
自

己

澗
眼

抹
涙

的
、

説

「
今

見
纏

來

了
、

就
惹

出
侮

家

寄
児

的

狂
病
來

。

個
或

捧
壌

了

那

玉
、

山豆
不
是

因
我
之

過
」
。

因

此
便

傷

心
。
…

…
」

(
林
黛

玉
)
「
人

有
聚

就
有

散

。
聚

時
漱

喜
、

到
散

時
山豆
不
清
冷

、
甑

清
冷

則

生
傷
感

、

所

以
不
如

倒
是

不
聚

的
好

。
此

如
那

花
開

時
令

人

愛
慕

、
謝

時
則

増
慨

恨
、

所

以
倒
是

不
開

的
好
。
」
故

此
、
人

以
爲
喜

之

時
、
他

反

以
爲
惹

。

.

賞

母
因
問

寳

銀
愛

聴
何

戯
、

愛
吃

何
物

等
語

。
寳

銀
深

知
質

母
年

老
人
、

喜

熱
闊

戯
文

、
愛

甜
欄

之
食

、
便

総
依

質

母
向

日
所
喜

者
説

了

出
來
。

費

母
更

加
漱

悦
。

(寳

銀

)
「
這
些

難
好
、

不
合

老
太

太
的

意
思

、
…

…
。
」

例

え
ば
、

第

二
十

ヒ

回
の
回

目

に
は

「
滴
翠

亭
楊

妃
戯
彩

蝶
」

と
あ

り
、

こ

の
楊

妃

は
醇
宝

銀
を

さ

し

て
い
る
。

醇
宝

銀

と
楊
貴

妃

と

の

関
連

に
関

し

て
は
、

体
質

的

な
関

連
も

含

め

て
、

稿

を
改

め

て
詳

し
く
述

べ
た

い
が
、

『
洪

昇
年

譜
』

に

「
春

末
、

鷹

江
南

提
督

張
雲

翼

之
聰

、
往

遊
松

江
.、
雲
翼

延
爲

上
客
、

開

長
錘
、

盛
集

賓
客

、

爲
演

《長

生

殿
》
。

曹

寅
聞

之
、

亦
迎

致

防
思

於

江
寧
、

集

南
北

名
流

爲

勝
會

、

猫
譲
肪

思
居

上
座
、

以
演

《
長

生
殿

》
劇
。

毎
優

人
演

出

一
折
、

防
思

與
寅
即

灘

封
其

本
以

合
節
奏

、

凡

三
圭
旦
夜

始
畢
、

一
時

傳

爲

盛
事
。
」

(
章
培

恒

上
海

古
籍

出

版
社

一
九
七

九
年

)
と

あ

り
、
『
長

生
殿
』

の
作
者

で
あ
る
洪

昇

が
曹

雪
芹

の
祖

父

で
あ
る
曹

寅

に
招

か
れ
、
『
長
生
殿

』

を
上
演

し
た

と

い
う
記
述
が

あ
る

こ
と

か
ら
も

、
作
者

が
楊

貴

妃
故
事

を
熟

知

し

て
い
た

こ
と
が
推

測

さ
れ

る
。

こ
の
点

に
関

し

て
は
、

汪
偲
琴

氏

も

『
《
紅

楼
》

医
話
』

(学

林
出

版
社

一
九

八
七
年

)

の
中

で

「
根

糠

五
行

五
色

帰
経

理
論
、

肺
屡

白

色
、

所

以
這
些

花

一
律
都

用
白
色

、

可
以
眞
達

肺
経
」

と
指

摘

し

て
お
ら
れ

る
。

醇

宝
銀

と

【
冷
香

丸
】

(
垣

見

)
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